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 （続紙 ２ ）                          
（論文審査の結果の要旨） 
 
経済改革以降の中国では、生鮮野菜の流通システムが大きく変貌したものの、これまでに経
済学の視点から行われた研究は極めて少なかった。こうした状況の中で完成された本研究論文
は、次のような点において評価することができる。 
まず、第一に、独自にデータを収集したこと。中国では野菜流通に関する公式統計は大変不
足しており、とりわけ生産農家から卸売市場までの流通状況に関する情報は皆無に近い。著者
は中国大連市近郊の農村において100世帯の農家と50人の仲買商人に対して聞き取り調査を行
い、研究に必要な情報を自ら収集することにした。著者が研究に対するこのような姿勢とその
ために払った努力を高く評価すべきである。 
第二に、集団農業崩壊後の中国における野菜流通の担い手の誕生過程とその効率性について
解明したこと。中国では、集団農業が崩壊した1980年代前半以降、農村における野菜流通シス
テムはどのように形成されたのかは、必ずしも自明なものではなかった。先行研究では、個別
の事例に関する紹介や分析があるものの、経済学理論に基づいた実証研究はほとんど行われて
こなかった。本研究では、集団農業が崩壊した後に、仲買商人が野菜生産農家から分離され、
彼らは他の野菜生産農家との間で繰り返し取引を行うことを通じて信頼関係を構築し、比較的
効率的な流通システムを作り上げた。このことに関する著者の分析は大変独創的であり、学術
価値が高いと評価することができる。 
第三に、政府が推奨した生鮮野菜の組織的流通の問題点を解明したこと。仲買商人による野
菜流通は大規模化、制度化、標準化などの観点からみて様々な問題点があることは言うまでも
ない。そのため、中国政府は農民合作社やリーディング企業などの組織を導入し、野菜流通の
近代化を図ろうとした。しかし、問題は政府が政策的に推奨するこれらの組織自身、高い取引
費用が発生する可能性が存在するため、却って仲買商人による野菜流通よりも効率性が低くな
る可能性がある。資料の制約により仲買商人による野菜流通と農民合作社などによる組織的流
通とを直接比較することはできなかったが、著者は野菜生産農家が農民合作社に参加する意向
があるかどうかについて分析することにより、間接的に農民合作社の問題点を示唆した。 
第四に、中国における野菜流通市場の統合度が高まってきたことを統計的に示したこと。経
済改革以降、中国における野菜流通は政府主導の流通形態から仲買商人をはじめとする民間流
通主体による流通に変貌した。交通、運輸、通信などのインフラ整備や市場そのものの成熟に
より、地域間における生鮮野菜の価格が収斂してくると予想されるが、このことを統計的には
っきりと示す研究は意外と少なかった。本研究で示された結果は予想されたとは言え、統計的
に明確に示されたこと自身、一つの大きな貢献であると評価すべきである。 
一方、本研究には以下のような問題点が存在していることもまた事実である。１）中国にお
ける野菜流通市場が統合したかどうかに関する第二章の研究では、本来ならば経済改革初期か
ら分析すべきであるが、資料の制約により市場化が大きく進展した2010年から2014年までを分
析対象としたので、分析の目的と分析対象期間の間に一定のずれが発生してしまった。２）本
研究における著者の最も重要な貢献は中国大連市近郊農家及び仲買商人を対象に聞き取り調査
を行ったことであるが、サンプルの抽出方法についてランダムに行われたとは言えず、方法論
的に若干の問題が残っていると言わざるを得ない。３）本研究では、合作社やリーディング企
 業による組織的流通に対する仲買商人による流通の効率性を主張したものの、両者を直接比較
することができず、間接的な議論に留まってしまった。 
しかしながら、以上のような問題が存在するものの、これこそ筆者が今後の研究によってさ
らに解明すべきことであり、それによって本研究の学術的価値をいささかも損なうものではな
い。よって本論文は博士（経済学）の学位論文として価値あるものと認める。なお 平成30年1 
月31日に論文内容とそれに関連した口頭試問を行った結果、合格と認めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
